
被引用度上位１０％論文を生んだ研究に
使用された研究費について

科学技術政策研究所「優れた成果をあげた研究活動の特性：

トップリサーチャーから見た科学技術政策の効果と研究開発水準に関
する調査報告書」（平成１８年３月）より

資料４



• 調査内容
– 2004年に調査実施。
– 2001年度に出版された論文のうち、2002年度末時点
で被引用度上位10％論文について、筆頭著者の所属
機関の所在地が日本であるものが分析対象。

–調査対象論文を生んだ研究活動のために直接的に
使用した研究費の種類・金額等について論文の著者
に質問。

–研究費の種類については735件（全回答の84.7％）、
金額については682件（同78.6％）の回答。
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〈まとめ〉



トップリサーチャーのプロファイル

• トップリサーチャーの７割以上が大学に所属しており、民間企業と政府・公的研究機関
がそれぞれ１割弱を占めている。平均年齢は３９．９歳であり、半数以上が４０歳未満で
あることからも、トップリサーチャーには“若手”が比較的多いと言うことができる。
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回答者の年齢
（調査対象論文投稿時点）

トップリサーチャーの所属セクター別内訳
（調査対象論文投稿時点）
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被引用度上位10％論文を産んだ研究に使用した研究費
研究費の種類別の論文数：
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被引用度上位10％論文を産んだ研究に使用した研究費
研究費の種類別の総額：


